
～ウェルビーイング～ “よく生きる“とはどういうことか？
SDGsや多様性が求められる時代での生き方について考えてみよう。

開催会場：

富山大学 五福キャンパス

黒田講堂ホール
開催方法：

ハイブリッド形式
（集合形式+オンライン配信）

詳細はチラシ裏面またはQRｺｰﾄﾞから

対象：本学教職員、学生、一般（入場無料）

13:30〜15:50

ダイバーシティ・シンポジウム
令和４年度

（ＦＤ・SD研修）

「全ての人のWell-beingを
実現するためのD&Iとは」

講師 田瀬 和夫 氏
（SDGパートナーズ有限会社代表取締役CEO）

15:00～15:20 表彰式
15:20～15:45 受賞者スピーチ

【女性研究者部門】 森岡 絵里（学術研究部理学系 助教）

【女子学生部門】 楠井 優香（医学薬学教育部 博士後期課程３年）

鄧 文傑（理工学教育部 博士課程２年）

15:45～15:50 閉会挨拶 武山 良三（富山大学ダイバーシティ推進担当理事）

2022.

第２部 富山大学学長賞 第６回「未知に挑む女性研究者賞」表彰式

開会挨拶 齋藤 滋（富山大学長）
司会進行 當銘 一文（富山大学学術研究部 薬学・和漢系 准教授）

13:30～13：３5

13:35～14:35

第１部 基調講演

14:35～14:50 質疑応答

司会進行 田渕 明子（富山大学学術研究部 薬学・和漢系 准教授）



◆Web会議システム「Zoom」による参加は事前申込が必要です。
下記ＵＲＬまたはＱＲコードからお申込みください。【申込期限：11/30（水）】
後日、オンライン参加に必要な情報（URL等）を登録メールアドレスにお送りします。

<申込フォーム> https://forms.gle/qsqRDFJEC2rDo3dj9

※上記の方法で申込ができない場合は、メールでお申込みください。
①所属②学年/職位③氏名④URL送付用メールアドレス
申込専用メールアドレス：smart@ctg.u-toyama.ac.jp

＊会場アクセス＊

富山大学五福キャンパス
黒田講堂ホール

正門から入って右手の楕円形の建物です。

近年注目されるようになっている「Well-being(ウェルビーイング)」という概念はSDGsの前文に

記されており、SDGsを包括的に理解するための重要概念の一つです。

Well-beingがこれまでどう理解されてきたか、またそれが多様性、アンコンシャスバイアス、心理的

安全性などのD&I (ダイバーシティ＆インクルージョン）に関わるトピックやSDGsを取り巻く動向と

どう関連づけられるのか。

すべての人のWell-beingを実現するために何が必要か、実践例も交えながら考えます。

＊講師プロフィール＊

田瀬 和夫（たせ かずお）氏
1967年福岡県福岡市生まれ。東京大学工学部原子力工学科卒。

1992年外務省に入省。2001年より2年間、緒方貞子氏の補佐官として「人間の安全保障委員会」事務局勤務。

その後、国際連合事務局、デロイトトーマツコンサルティングの執行役員を務め、2017年9月に独立しSDGパートナーズを

設立。企業のサステナビリティ方針全体の策定と実施支援、SDGsの実装支援、ESGと情報開示支援、自治体と中小企業へ

のSDGs戦略立案・実施支援などをリードする。

また、 2019年12月には事業会社であるSDGインパクツを設立し、実際に社会に持続的インパクトをもたらす事業へも参入。

さらに、2021年9月にはニューヨークのサステナブル・カフェ「Think Coffee」の日本誘致のためThink Coffee Japan

株式会社を設立し、現在上記3社の代表取締役。

私生活においては9,000人以上のメンバーを擁する「国連フォーラム」の共同代表理事。

申込フォームQR

※感染予防対策としてご来場の際にはマスクの着用をお願いします。
※発熱がある場合や体調が悪い場合は来場をお控えください。

＊ライブ配信について＊

＊講演要旨＊

ダイバーシティ・シンポジウム -2022.12.5-

令和4年度

≪FD・SD研修≫


